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 “TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

Affiliated with The International Association of Y’s Men’s Clubs 

Chartered : 10 May, 1961 

 

Office : Tokyo YMCA Toyocho Center 

2-2-20 Toyo, Koto-ku, Tokyo, Japan 

 

〒135-0016 東京都江東区東陽2-2-20 

東京YMCA東陽町センター内 

TEL 03-3615-5565 

東京むかでワイズメンズクラブ 
THE Y’S MEN’S CLUB OF TOKYO-MUKADÉ  “CENTIPEDE” 

━━━━━━━━━━ 

会    長  神保伊和雄 

副 会 長  堀口 廣司 

直前会長 今井 武彦 

━━━━━━━━━━ 

２０２４年７月 ～ ２０２５年６月 

国際会長主題   「より良い世界のために、共に」 

アジア会長主題 「大きなインパクトを起こそう」 

東日本区理事主題「ワイズの方向性を見極める」        

東新部部長主題 「ALL 東新部、試練を超えて進もう！」                

━━━━━━━━━━━ 

書  記   伊丹 一之 

会  計  福島和州太郎 

担当主事  本多 良章 

━━━━━━━━━━━ 

10 月 例 会 

日 時 2024年 10月 15日（火） 18：00～20：00   

場 所  東京ＹＭＣＡ東陽町センター・ＹＭＣＡホール 

会 費  ビジター 1,500円、メンバー 1,500円 

※欠席の方は10/10までに福島まで連絡ください 

。 

２０２４年１０月例会（752回） 

（ 強調月間：ＡＳＦ ） 

  
今 月 の 聖 句  

 
全財産を貧しい人のために使い尽くそうとも、誇ろう

としてわが身を死に引き渡そうとも、愛がなければ私

には何の益もない。   

 （コリントの信徒への手紙一 13-3） 
 

I may give away everything I have, and even give up 

my body to be burned－but if I have no love, this does 

me no good,         （1 Corinthians 13-3） 

 

能登半島地震の 

甚大な被害を忘れない！！ 
 
私共に出来る、息の永い支援を続けよう。 

 
１０月 ＡＳＦ について 

Alexander Scholarship Fund の意味。 ワイズの創

始者P.W.Alexanderを記念して設置された基金。将来

YMCA主事となろうとする青年への財的援助を主たる目

的として設置された。。               （伊丹 記） 

  ２０２４ 年 ９ 月 の 記 録（＊累計は期初からの24累計）

会  員  出  席  状  況 メーキャップ記録  スマイル  7.000 円 

正 会 員 7 名 出席(メネット) 1 
0 
名  ＢＦポイント  現金累計  円 

功労会員 1 名 出席(コメット) 0 名                 切手累計          
0  

 

在籍者数 8 名  出席(ゲスト) 1 名      

出席（正会員） 5 名 出席(ビジター) 1 名          0名 
       名 

）名 
 

リングプル  累  計 163.4 kg 

出席(功労会員) 1 
 
名 例会出席総数 9 名 8月出席率 71％ 

6月出席率  70％ 
  
  ％ 

むかで基金    今月分 0 円 

  会費振込

先 

 

みずほ銀行 亀戸支店  (普通) ３０１３０７１ 東京むかでワイズメンズクラブ 

 

 

HAPPY BIRTHDAY 

該当者なし 

結婚記念日おめでとう 

     １日 長谷川正雄・和子 

10月  例会プログラム  

受 付・司 会  堀口 廣司  
 

開会点鐘               会 長  神保伊和雄 

ワイズソング                    一 同 

ゲスト・ビジター紹介             司 会  

今月の聖句・感謝            今井 武彦 

楽しい食事 

卓話【The15th Kids World CUP in Korea】 

    東京YMCAインターナショナルスクール 

奥 和子氏 

強調月間アッピール             城井 廣邦 

ハッピーバースデー・結婚記念日   司  会   

スマイル                        堀口 廣司 

諸報告            本多 良章 他 

閉会挨拶                       伊丹 一之 

閉会点鐘                会 長  神保伊和雄  
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1           ９ 月 例 会 報 告               

東京むかでワイズメンズクラブ９月例会は9月17日、東

陽町センターのYMCAホールにて、神保伊和雄会長の開

会点鐘から始まりました。司会も神保会長が担当。ゲスト・

ビジターは本日の講師の橋本美穂野尻学荘キャンプマザ

ーと今井みどりメネットが紹介された。今月の聖句・感謝は

神保会長が延べ、栗ご飯のお弁当を頂きました。 

【卓話をする橋本美穂キャンプマザー】 

卓話は「2024年夏の第87回野尻学荘報告」と題し、お

話下さいました。今年はアウティングの道に熊の出没情報

があり、学荘から離れたアウティングや行先での炊事が出

来なくなった。そのため、通常7日間の実習が9日あり、美

術や荘内土木、キャビンのアミ戸張り、荘内階段作り等を

行うことができた。 

コロナ禍後の学荘でもあり、夕食後のマスター会は6回

も開かれたそうです。キャンプマザーはキャンパーの生活

を整え、心と身体の健康を保持するために、毎食の準備と

食器洗い、残飯の処理。野外炊飯や美食の会、晩さん会

の準備と段取り等を行い、キャンパーがゆったりとした時間

の中で仲間づくりが出来るようにサポートしていく仕事です。 

【例会後に出席者全員の集合写真】 

今年は夕陽会での夕日は一度も見ることが出来なかっ

たが、ムーンロードは見ることが出来た。友情の火がファイ

ヤーから各キャビンにトーチで散っていく様は、7年間毎回

美しいと感動している。子どもたちの動きはコロナ禍から復

調した。キャンプリーダーはボーイズ出身者が減り、リーダ

ーとして応募して来た方が多くなっている。  （堀口 記） 

出席者：神保、伊丹、今井、長谷川、堀口、本多、今井メ 

ゲスト：橋本美穂                     

ビジター：西本東司（東京グリーン）       （敬称略） 

                        

第２８回 東新部 部大会報告          

10月5日（土）13：30より、東京YMCA東陽町センター

YMCAホールで、オンライン併用にて開催されました。会

場参加者は42名、オンライン参加者6名。 

開会に先立ち、9月7日リーダーズフォーラム開催中に

逝去された城田教寛ワイズ（東京多摩スマイル）を偲んで

全員で黙祷を捧げました。 

▽ 第一部 

開会点鐘は今井武彦東新部部長、続いて参加者一同

によるワイズソング斉唱、綿引康司地域奉仕Yサ事業主査

による聖書朗読・祈祷（地の塩、世の光を目指して）が行わ

れました。 

今井部長挨拶は、「ALL東新部、試練を越えて進もう！」

とのアピールがあり、私たち・アクティブ・シニアこそ主役で

すとのメッセージがありました。 

来賓の山田公平東日本区理事からは、城田ワイズを悼

み、現在の東日本区の現況を踏まえての対策を検討して

いるとのメッセージがありました。 

来賓の菅谷淳東京YMCA総主事は、新たな道を進み

だしたYMCAの現況を話されました。 

▽ 第二部 

「自分と家族への贈り物」はエンディングノート！と題して、

佐々木行恵氏（㈱クリスチャンサービス代取）より講演をい

ただき、ワークショップとして、練習帳を使ってエンディング

ノートにチャレンジしました。今、この時、自分はどうするか

を体験しました。 

▽ 第三部 

懇親会を別室に移し、堀口廣司部大会実行委員の司

会で始まる。食前感謝の祈りは本多良章担当主事。乾杯

は持田二郎東新部初代部長。しばし懇談の後、アピール

タイムとなり、第31回アジア太平洋地域熊本大会（来年8

月）、第28回東日本区宇都宮大会（来年6月）、大江戸ファ

ミリーウォーク（11月）、深尾直前部長からメタノイア支援献

金依頼、さらに千葉クラブ、伊東クラブ、富士山部等から沢

山のアピール交換が行われました。 

最後に、東新部の歌を斉唱し、渡邉実帆部大会実行委

員長の閉会挨拶で16：40に終了しました。  （今井 記） 
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出席者：長谷川、堀口、本多、今井 

【写真上＝第28回東新部部大会に参加した皆様】 

 

10月 東新部会長会 報告 

  10月の東新部会長会は、10月9日（水）19：00～20：50

グーグルミートによるオンラインで開催され、次のような話

し合いが行われました。 

1．城田教寛さんを偲ぶ会 

11月4日（月・祝）13：30より、東陽町センターにおいて、

東京多摩スマイルクラブのホストで開催。当日は平服で

参加ください。 

2．東京センテニアルクラブの解散 

東日本区の役員会に諮り、解散の手続きを進めている。

7月に東新部の上半期の会費を集金し、区への支出も完

了した。 

3．メタノイア関連情報 

①日本語教師が国の認定となったので、日本語の先生

を養成している。 

②竹ノ塚に新しく来日の人々のための施設を開いた。 

③部大会での献金21,820円を持参すべく、11月の評議

会で報告して承認を得る。 

4．区の財政再建タスクフォース 

区費の収入は、23-24年度が1035万円、24-25年度

が980万円で、この中には国際関係会費が円安の影響

もあり50％を占めている。 

5．東新部役員の件 

比奈地康晴次期部長が降りることになり、後任の次期

部長をこれから決めることになる。 

城田教寛ユース事業主査の後任は深尾香子直前部

長が兼務する。 

 

6．部大会の会計報告 

今日現在の部大会収支は、67,000円余の黒字になっ

ている。 

7．各クラブ報告 

東京、東京むかで、東京町田コスモス、東京多摩スマ

イルの各クラブから活動報告があった。 

8．各事業主査、各委員長報告 

綿引康司CS・Yサ主査、加藤義孝会員増強主査、比

奈地康晴国際・交流主査、渡邉実帆部大会実行委員長、

江口耕一郎部ウェブマスター、伊藤幾夫部LT委員長か

ら報告があった。 

最期に、長澤弘・松香光夫両監事より講評をいただき、

会長会を閉じました。               （伊丹 記） 

 

          会 長 通 信            

あまりにも酷い災害。1月の大地震、9月の豪雨災害。 

やっと復興の兆しがと言う時期に、この被害。立ち上がる気

力・活力も失せてしまうのが実情でしょう！ 

以下は、ラインで５月に輪島市町野町へ炊き出し支援に行

った仲間達への声掛けです。 

『皆さんご無沙汰しています。東京むかでクラブのジンボ伊

和雄です。ところで能登豪雨災害、ひどいですね！まだ復興

半ばなのに、また時機を見て応援体制を組んでみません

か？ 前回とはかなり厳しい条件があると思いますが、テレビ

の報道を見ているだけで、イライラしてうずうずして、何かして

差し上げないと気が済まないような感じです。』 

早速、神戸から12月に再度餅つき支援を企画しているとの

連絡、石巻からは再度、みんなで再訪問を計画したらとの報

告もありました。YMCA同盟の有田征彦さんからは、富山

YMCAのスタッフと豪雨災害被災地（輪島市町野町）を視察
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してきましたとの報告。新たに水害ボランティアの派遣を行な

うとの予定を伺いました。 

今後の支援活動：震災支援・水害支援・ボランティア派遣・

緊急支援募金等が必要とされております。今まで以上の応援

支援が望まれています。               （神保 記） 

＜ １０月の予定 ＞ 

１日（火） 東京多摩スマイル・10月例会 

３日（木） 東京町田コスモス・10月例会 

【5日（土） 東新部部大会 】 

８日（火） 東京・10月例会 

15日（火） 東京むかで・10月例会 

22日（火） 東京むかで・10月第二例会（18:00～Zoom） 

＜ １１月以降の予定 ＞ 

19日（火） 東京むかで・11月例会  

26日（火） 東京むかで・11月第二例会 Zoom 

 

           ９月 第二例会 報告              

9月24日（火）18：00～19：20に、Zoomにて第二例会を

開催しました。当日は、5人での開催でした。 

①10月ブリテンの発行 

取りまとめ担当は堀口君となり、ブリテン記事提出は10

月7日締め切りで、各執筆担当が決まりました。 

②１０月本例会について 

卓話者は、神保会長の提案により、東京YMCAインタ

ーナナショナルスクールの奥和子主事にお願いする。謝

礼は5,000円とする。 

③その他、検討、報告事項 

 ・11月4日（祝・月）に東陽町センターにおいて、城田教

寛さんを偲ぶ会が行われる。 

・10月5日（土）の東新部部大会には、当クラブより今井、

長谷川、堀口、本多の4名が出席予定。 

・12月のオープンハウスだが、今井メネットのケーキは無

理なので、来月の例会までに考えることにする。 

・能登支援の件、神保会長の予定はまだ固まっていない。 

・城井君に関して、7月例会には出席したが、体調不良

のため今後は出席できないことが常態化する。 

（伊丹 記） 

出席者：神保、伊丹、今井、福島、本多      

 

            東京ＹＭＣＡニュース             

【ボランティア募集】国際協力街頭募金（11/2） 

バングラデシュほか途上国の子どもたちを支援する

ため「東京YMCA国際協力一斉街頭募金」を行ないま

す。15分程度でもかまいません。ぜひ一緒に街頭募金

活動に参加ください。 

【日 時】2024年11月2日(土) 12:00～16:00 

 ＊部分参加歓迎。ご都合や体力に合わせてご参

加ください。 

  【場 所】JR新宿駅周辺（小雨決行） 

JR新宿駅 南口の街頭募金本部に直接お越しください。 

※23年度より本部は東口ではなく南口にかわりま

した。 

【大江戸ファミリーウォーク】あなたの知らない銀座

の歴史（11/23） 

晩秋の休日に美しい江戸城の内外を、歴史に思いを馳

せながら楽しくウォーキングを楽しむ会ですが、第38回を

迎える今回は、銀座を歩くことにし、名称も「大江戸ファミリ

ーウォーク」としました。皆さんよくご存知の銀座ですが、隠

された知らない歴史がたくさんあります。 

【日 時】 2024年11月23日(土・祝) 9：00～12：30 

【集 合】東京YMCA東陽町センター YMCAホール  

【参加費】1,000円（当日受付、保険料込み） 

＊参加費の一部はチャリティーとして、東京YMCAが

行う国際協力事業に寄付させていただきます 

【申込み】10月21日(月) 午前10:00～ 

。                  （本多 記） 

 

      ９月会計報告 ・ リングプル報告          
 
１ 月間収入・支出合計    期間 9/1～9/30 

口座名 月間収入額 月間支出額 

経常部 7,500 円  15,764 円 

活動基金部 7,000 円 - 円 

■月次収支合計   ：     ▲1,264 円 

■現預金残高（現在）：     500,012 円 

（収支の主な内訳） 

・経常収入： 例会参加費   7,500円 

・活動基金収入： スマイル  7,000円 

・経常支出： 例会食事代  10,544円、講師謝礼 

5,000 円 

・活動基金支出： - 円            （福島 記） 

２ プルタブ ９月預かり分報告 

暑さが、9月までも続き、プルタブは暑気払いなら

ぬプルタブ休暇といたしました。 

暑さに負けず、10月から頑張りましょう！      

（神保 記） 

     

             編  集  後  記                 

昔から「暑さ寒さは彼岸まで」と言われてきましたが、最

近では10月に入っても30°を超えるような異常気象にな

ってきました。健康にはくれぐれも気をつけて、季節の移り

変わりを楽しみましょう。              （伊丹 記） 


